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「飽食の時代」と言われて久しく、脂肪肝の患者さんは増加しています。当院の人間ドック

においても受診者の約 25%は脂肪肝と診断されています。脂肪肝患者の 10～20%は NASH であり、

肝硬変、肝癌へ進行する可能性のある病態です。実際に NASH をベースにした肝癌が増加してお

り、NASH に対する治療は急務と考えます。NASH の治療は、食事、運動療法など、生活習慣の改

善が主体であり、保険収載となっている薬物治療がないのが現状です。 

この度、当院で NASH に対する薬剤の臨床治験を行うこととなりました。治療に難渋しておら

れる患者さん、ご興味のある患者さんがおられましたら、是非消化器内科にご紹介ください。 

～「非アルコール性脂肪性肝炎：NASH（non-alcoholic steatohepatitis）」～ 

市立大津市民病院の内科診療部長(腎臓内科部門)、血液浄化部診療部長を拝

命致しましたのでご挨拶申し上げます。2002 年に滋賀医科大学を卒業後、関西

労災病院、市立長浜病院、大津市民病院、滋賀医科大学等を経て、2016 年に改

めて赴任し、前任の磯野元秀医師の異動を機に引き継がせて頂きました。 

本邦の慢性透析患者は 33 万人を超え、慢性腎臓病(CKD)患者も 1300 万人と推計されており、

透析予防の重要性が増しております。腎機能指標の eGFR は相当大きく変動しており、また、変

動幅は個人差が大きいため、1～2年程度の推移を観察しても、腎機能が悪化し続けていること

に気付かれない場合があります。そこで、当科では長期間の eGFR の推移を観察する「Long term 

eGFR plot」を考案し、腎予後不良症例の早期発見・早期介入に努めております。 

治験についての詳細は 

病院ホームページの治験コーナーをご覧ください。 

できるだけ長期間の検査結果(eGFR or 血清クレアチニン値)がある

と、より正確な予後が判明いたしますので、ご紹介の際にご提供頂け

ると幸いに存じます。 
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産婦人科診療部長 

天野泰彰 

平素より地域の先生方におかれましては、市立大津市民病院の地域医療連

携に格別のご理解、ご協力をいただきありがとうございます。産婦人科診

療につきましても、日頃より地域の先生方が検診や日常診療で見つけてい

ただいた疾患や、当院で分娩を希望される方をご紹介していただいている

おかげで成り立っております。 

今回は、特に婦人科診療についてご紹介させていただきます。 

■婦人科診療の内容･特色 

婦人科良性腫瘍、婦人科悪性腫瘍のほか、月経に関する諸症状や、更年期症状など、婦人科

全般の診療を行っています。 

 

婦人科良性腫瘍手術に関しては、なるべく患者様の術後負担が少なく、跡が残りにくい腹腔

鏡手術に力を入れており、子宮筋腫などの子宮良性腫瘍に対して行う腹腔鏡下子宮全摘術

（TLH）や、卵巣腫瘍などの子宮付属器良性腫瘍に対して行う腹腔鏡下附属器腫瘍摘出術、妊

娠を希望される方の妊娠率を上げるために行う腹腔内癒着剥離、内膜症病変除去（焼灼）術な

ど、腹腔鏡手術を広く行っております。また、手術室、麻酔科の協力により、卵巣腫瘍茎捻転

や子宮外妊娠などの時間外緊急手術に対しても、病状的に可能な症例については、腹腔鏡手術

を行っています。 

手術時期についても、近年では術前化学療法や放射線治療で腫瘍縮小させた上で手術を行う

症例も増えておりますが、発見後になるべく早めに手術を行うことが重要な症例も、依然とし

て多くあります。癌手術は、基本的には長時間の手術が必要となるため、手術の日程調整が難

しいこともありますが、手術室や麻酔科スタッフと相談し、なるべく早く手術できるように調

整、対応させていただいております（手術に際しての自己血輸血の準備が必要な場合などは、

貯血のために、手術まで２－３週間程度の準備期間は必要となります）。 

また、当院では、なるべく手術までお待たせすることなく、早めに治療が進められるように

心がけています。術前検査については、新型CT器材の導入による検査枠の拡大などにより、早

期の検査、診断が可能となりました。各検査結果は、放射線医師、産婦人科医師（場合によっ

てはその他関連科の医師も）合同でカンファレンスを行い、適正な診断、治療法の検討を行っ

ております。 

婦人科悪性腫瘍については、各癌種の治療ガイドラインに沿っ

た標準治療を行っております。手術については、多くの癌種で手

術の負担が少なくてすむ縮小手術が行われるようになってきまし

たが、婦人科癌については、未だ治療成績を落とさずに手術縮小

で済ませられるエビデンスが少なく、リンパ節郭清なども含めた

十分な手術が必要とされています。当院でも婦人科腫瘍専門医を

中心に、ガイドラインに沿った十分な手術を安全に提供させてい

ただいております。 
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市立大津市民病院の感染症科診療部長を拝命しましたのでご挨拶

申し上げます。2001 年に京都大学を卒業後、肝胆膵移植外科分野

を中心にトレーニングを受けて参りました。外科の中でも肝胆膵

移植外科分野は感染症との関わりが強く、インフェクションコン

トロールドクターの資格を得たことから今回のご縁となった次第

です。 

 感染症分野の範囲は広く、院内感染症にとどまらず、海外からの輸入感染症に対しても備え

をしなくてはなりません。当院では、医師、認定看護師、薬剤師、臨床検査技師が合同で毎週

カンファレンスを行って活動をしています。各専門家の知識をうまくまとめて地域医療に貢献

すべく力を発揮したいと考えています。 

 

手術以外の治療につきましては、2015年3月より治療用放射線装置（リニアック）導入し、放

射線治療開始しております。また、化学療法（抗癌剤治療）については、患者様の生活スタイル

や病状に合わせて、入院ないし外来での治療が可能となっております。これら手術部、放射線治

療部、化学療法部、癌治療専任ナースとのチーム医療で集学的治療を行って参ります。治療の内

容や、手術日程の調整など、お困りのことがございましたら、いつでもご相談ください。 

 

不妊治療につきましては、当院では、タイミング療法や、生活指導、各種手術を行っています。

夜間診療や、休日診療、保険外診療は行っておりませんので、人工受精、体外受精、あるいは頻

回のフォローが必要となる方につきましては、引き続き近隣の産婦人科クリニック様にお願いさ

せていただきたく存じます。今後とも、ご指導、ご鞭撻どうぞ宜しくお願いいたします。 

 

人工妊娠中絶につきましては、現在、原則的にはお断りさせていただいております（初期、中

期とも）。医学的な理由で中絶せざるを得ない場合や、その他特別な事情がある場合につきまし

ては、直接ご相談ください。 

4 月に診療科名の変更があり、『神経内科』は『脳神経内科』になりました。 

（日本神経学会で標榜診療科名の変更が決定されたため） 

＊＊ 市立大津市民病院からのお知らせ ＊＊ 

今回は、産科診療のご紹介については、割愛させていただきましたが、

妊婦健診、分娩業務とも、引き続き小児科医と協力して、妊婦様方がよ

り良い分娩を迎えられるように尽力して参ります。 

今後とも、ご協力どうぞ宜しくお願いいたします。 

 

感染症科診療部長 大江 秀典 
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去る 4 月 24 日（火）枚方市病院事業運

営審議委員会の方々（15 名）が病院視

察に来られました。 

当日は、津田先生から緩和ケア病棟の取

り組み概要について説明させていただ

いたあと、2班に分かれて、病棟見学と

ビデオの視聴を行いました。 

そのあと、地方独立行政法人への移行の

経緯とその後の経過について、片岡理事

長からお話をさせていただきました。 

①名前 

西村 允邦（にしむら まさくに） 

②出身大学・卒業年度 

近畿大学  2017 年卒業 

③趣味 

トライアスロン 

④好きな医療番組 

コウノドリ 

⑤どんな医師になりたいですか？ 

どんな時も熱意を絶やさない医療者でいたいです。 

⑥研修医２年目の目標 

vision を確立したいです。 

⑦地域の先生方へのメッセージ 

平素はお世話になり大変ありがとうございます。 

熱意をもって研修、診療に当たりたいと思います。 

よろしくお願い致します。 

 

作：まきろん 
アイコさん、お誕生日おめでとう 

５月２３日（水）、市立大津市民病院正面玄関ロビーにおいて『グループ・アッシュ』による

「アフタヌーンジャズコンサート」を開催しました。 

 懐かしの映画音楽など一度は聞いたことがある楽曲を中心に、ジャズ風にアレンジした演奏

で、聴く人の心を穏やかにしてくれる一時でした。 

 演奏の最後には“琵琶湖周航の歌”を皆で合唱し、笑顔でコンサートを締めくくりました。 

ロビーでは、毎月ボランティアさんが

生け花をしてくださっています。 

５月は菖蒲と青紅葉でした♪ 


